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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】宇宙空間における生化学的分析、とりわけ免疫
学的測定法の実施装置を前提とする装置を提供する。
【解決手段】該装置においては、試料内の少なくとも１
つの被分析物が選択的に特定され、液体体積を収容して
分析反応の少なくとも１つの部分工程を実施するために
設けられている少なくとも１つの作業容積を有する少な
くとも１つの反応容器、および少なくとも１つの作業容
積ともう１つの媒体容器とを接続するために設けられて
いる少なくとも１つの接続部分が備えられている。反応
容器は、取り付けられた状態で少なくともほぼ完全に閉
じられている容器として形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
特に宇宙空間における生化学的分析、とりわけ免疫学的測定法の実施装置であり、試料（
４４ａ；４４ｎ－ｏ；４４ｒ；４４ｕ；４４ｖ）内の少なくとも１つの被分析物が選択的
に特定され、液体体積を収容して分析反応の少なくとも１つの部分工程を実施するために
設けられている少なくとも１つの作業容積（２０ａ－ｊ；２０ｎ－ｗ、２２ａ；２２ｎ；
２２ｐ－ｖ、２４ｐ－ｔ、２６ｐ－ｔ）を有する少なくとも１つの反応容器（１２ａ－ｊ
；１２ｎ－ｗ、１４a；１４ｐ－ｔ、１６ｐ－ｔ、１８ｐ－ｔ）、および少なくとも１つ
の作業容積（２０ａ－ｊ；２０ｎ－ｗ、２２ａ；２２ｎ；２２ｐ－ｖ、２４ｐ－ｔ、２６
ｐ－ｔ）ともう１つの媒体容器（２８ａ；２８ｋ－ｌ；２８ｎ－ｔ；２８ｖ－ｗ、３０ａ
；３０ｎ－ｑ；３０ｓ－ｔ；３０ｗ、３２ｏ－ｑ；３２ｓ－ｔ、３４ｏ－ｑ；３４ｓ－ｔ
、３６ｏ－ｑ；３６ｓ－ｔ、３８ａ；３８ｎ－ｏ；３８ｒ；３８ｕ－ｖ）とを接続するた
めに設けられている少なくとも１つの接続部分（６０ａ－ｊ；６０ｎ－ｖ、６２ａ－ｊ；
６２ｎ－ｔ；６２ｖ、６４ａ；６４ｄ；６４ｎ－ｑ；６４ｓ－ｔ；６４ｖ、６６ａ；６６
ｏ－ｑ；６６ｓ－ｔ、６８ｏ－ｑ；６８ｓ－ｔ、７０ｓ）が備えられている、装置であっ
て、
前記反応容器（１２ａ－ｊ；１２ｎ－ｗ、１４ａ；１４ｐ－ｔ、１６ｐ－ｔ、１８ｐ－ｔ
）が、取り付けられた状態で少なくともほぼ完全に閉じられている容器として形成されて
いることを特徴とする装置。
【請求項２】
前記作業容積（２０ａ－ｊ；２０ｎ－ｗ、２２ａ；２２ｎ；２２ｐ－ｖ、２４ｐ－ｔ、２
６ｐ－ｔ）が、低重力の条件下で反応を実施するために形成されていることを特徴とする
、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
前記作業容積（２０ａ－ｊ；２０ｎ－ｗ、２２ａ；２２ｎ；２２ｐ－ｖ、２４ｐ－ｔ、２
６ｐ－ｔ）が、接続部分（６０ａ－ｊ；６０ｎ－ｖ、６２ａ－ｊ；６２ｎ－ｔ；６２ｖ、
６４ａ；６４ｄ；６４ｎ－ｑ；６４ｓ－ｔ；６４ｖ、６６ａ；６６ｏ－ｑ；６６ｓ－ｔ、
６８ｏ－ｑ；６８ｓ－ｔ、７０ｓ）から拡大している形状を有することを特徴とする、請
求項２に記載の装置。
【請求項４】
前記作業容積（２０ｂ）が、少なくともほぼ矩形に形成されていることを特徴とする、請
求項３に記載の装置。
【請求項５】
前記作業容積（２０ｃ）が、液滴の形に形成されていることを特徴とする、請求項３に記
載の装置。
【請求項６】
前記作業容積（２０ａ；２０ｅ－ｊ；２０ｎ－ｖ、２２ａ；２２ｎ；２２ｐ－ｖ、２４ｐ
－ｔ、２６ｐ－ｔ）が、円形に形成されていることを特徴とする、請求項３に記載の装置
。
【請求項７】
前記作業容積（２０ｄ）が、ノズル形に形成されていることを特徴とする、請求項３に記
載の装置。
【請求項８】
廃棄物容器（２８ａ；２８ｋ－ｌ；２８ｎ－ｔ；２８ｖ－ｗ）として形成されている少な
くとも１つの別の媒体容器が、余分な液体体積を収容するために設けられていることを特
徴とする、請求項１～７のうちいずれか一項に記載の装置
【請求項９】
前記廃棄物容器（２８ａ；２８ｋ－ｌ；２８ｎ－ｔ；２８ｖ－ｗ）が、少なくともほぼ完
全に閉じられた状態に形成されていることを特徴とする、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
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前記廃棄物容器（２８ｋ－ｍ）が、圧力調整モードのために形成されていることを特徴と
する、請求項８または９に記載の装置。
【請求項１１】
前記廃棄物容器（２８ｍ）が、少なくとも１つの芯ボディ（８４ｍ）を有していることを
特徴とする、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
分析材料容器（３０ａ；３０ｎ－ｑ；３０ｓ－ｔ；３０ｗ、３２ｏ－ｑ；３２ｓ－ｔ、３
４ｏ－ｑ；３４ｓ－ｔ、３６ｏ－ｑ；３６ｓ－ｔ）として形成されている少なくとも１つ
の別の媒体容器が、分析材料（４６ａ；４６ｎ－ｑ；４６ｓ－ｔ；４６ｗ、４８ａ；４８
ｏ－ｑ；４８ｓ－ｔ、５０ａ；５０ｏ－ｑ；５０ｓ－ｔ、５２ａ；５２ｏ－ｑ、５２ｓ－
ｔ）を供給するために設けられていることを特徴とする、請求項１～１１のうちいずれか
一項に記載の装置。
【請求項１３】
前記分析材料容器（３０ａ；３０ｎ－ｑ；３０ｓ－ｔ；３２ｏ－ｑ；３２ｓ－ｔ、３４ｏ
－ｑ；３４ｓ－ｔ、３６ｏ－ｑ；３６ｓ－ｔ）が、マルチチャンバ噴霧器として形成され
ていることを特徴とする、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
前記分析材料容器（３０ｗ）が、廃棄物容器（２８ｗ）と一緒に組み込まれた状態で形成
されていることを特徴とする、請求項１２または１３に記載の装置。
【請求項１５】
少なくとも１つの反応容器（１２ｏ；１２ｑ－ｔ）が、少なくとももう１つの反応容器（
１２ｑ－ｔ）および／または少なくとももう１つの媒体容器（２８ｏ、３０ｏ）と一緒に
１つのモジュール（１００ｏ；１００ｑ－ｔ）にあらかじめ組み立てられており、前記モ
ジュールは、別の媒体容器（２８ｑ－ｔ、３０ｑ；３０ｓ－ｔ、３２ｓ－ｔ、３４ｓ－ｔ
、３６ｓ－ｔ、３８ｏ）に接続するために設けられていることを特徴とする、請求項１～
１４のうちいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
前記モジュール（１００ｑ－ｔ）は、複数の生化学的分析を平行して実施することを可能
にするために設けられていることを特徴とする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
磁気的ミキシングボディ（５８ａ；５８ｎ）が、分析反応のための反応材料（４６ａ；４
６ｎ－ｑ；４６ｓ－ｔ、４８ａ；４８ｏ－ｑ；４８ｓ－ｔ、５０ａ；５０ｏ－ｑ；５０ｓ
－ｔ、５２ａ；５２ｏ－ｑ、５２ｓ－ｔ）および前記試料（４４ａ；４４ｎ－ｏ；４４ｒ
；４４ｕ；４４ｖ）を混合するために設けられていることを特徴とする、請求項１～１６
のうちいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
請求項１～１７のうちいずれか一項に記載の装置（１０ａ－ｖ）を使って生化学的分析を
実施するための方法。
【請求項１９】
前記実施が低重力条件下で行われることを特徴とする、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
前記分析反応のための分析材料（４６ａ；４６ｎ－ｑ；４６ｓ－ｔ；４６ｗ、４８ａ；４
８ｏ－ｑ；４８ｓ－ｔ、５０ａ；５０ｏ－ｑ；５０ｓ－ｔ、５２ａ；５２ｏ－ｑ、５２ｓ
－ｔ）と前記試料（４４ａ；４４ｎ－ｏ；４４ｒ；４４ｕ；４４ｖ）のと混合が、磁気的
ミキシングボディ（５８ａ；５８ｎ）によって行われることを特徴とする、請求項１８ま
たは１９に記載の方法。
【請求項２１】
反応容器の作業容積の範囲内では、反応材料（４６ａ；４６ｎ－ｑ；４６ｓ－ｔ；４６ｗ
、４８ａ；４８ｏ－ｑ；４８ｓ－ｔ、５０ａ；５０ｏ－ｑ；５０ｓ－ｔ、５２ａ；５２ｏ
－ｑ、５２ｓ－ｔ）および試料（４４ａ；４４ｎ－ｏ；４４ｒ；４４ｕ；４４ｖ）のみが
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分析反応に関与していることを特徴とする、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
反応材料（４６ａ；４６ｎ－ｑ；４６ｓ－ｔ；４６ｗ、４８ａ；４８ｏ－ｑ；４８ｓ－ｔ
、５０ａ；５０ｏ－ｑ；５０ｓ－ｔ、５２ａ；５２ｏ－ｑ、５２ｓ－ｔ）および試料（４
４ａ；４４ｎ－ｏ；４４ｒ；４４ｕ；４４ｖ）の添加が、任意の分量に小分けにして、休
止を入れて進められることを特徴とする、請求項１８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、請求項１の前提部分に基づく装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
試料中の被分析物を質的および／または定量的に証明するために頻繁に使用される生化学
的分析方法は、免疫学的測定法と呼ばれる方法によって形成されている。免疫学的測定法
は、捕捉抗体（ｃＡＢ）と検出抗体（ｄＡＢ）との被分析物固有のペアによる、試料中の
被分析物の選択的結合の機能原理に基づいており、検出抗体は、標識物質を自ら結合した
状態で運ぶか、または測定中に標識物質と結合させるために用いられる。捕捉抗体は、例
えば捕捉抗体が結合している表面などの固定位置に、あるいは捕捉抗体の担体粒子に被分
析物を固定するために用いられる。検出抗体は、被分析物または捕捉抗体に選択的に結合
する。標識物質によって測定可能な信号が生成され、この信号は、被分析物、捕捉抗体お
よび検出抗体から生じる被分析物複合体の検出を可能にするために用いられる。いわゆる
酵素結合免疫吸着測定法（ＥＬＩＳＡ法）と呼ばれる免疫学的測定法では、検出抗体に固
定されているか、または次の反応段階で検出抗体に結合する標識物質としての酵素によっ
て被分析物がマークされ、次に続く酵素触媒反応においては、例えば化学化合物、電子化
合物、生物発光化合物または蛍光化合物などの発色化合物もしくは発光化合物が、加えら
れた基質から生成され、この化合物は光学的方法を用いて検出することができる。発色化
合物又は発光化合物の信号が飽和状態になるのを回避するため、設定時間後に酵素触媒反
応を中断するため停止剤が添加される。この停止剤は、例えばｐＨ値の変化によって作用
することができ、このｐＨ値の変化により、基質と酵素との反応から生じる生産物が、一
種のｐＨインジケータ内で頻繁に見えるようになる。いわゆる放射免疫測定法（ＲＩＡ’
ｓ）の場合、検出抗体に結合した標識物質として放射性物質が用いられる場合、被分析物
の定量的特定は放射線の測定によって行われる。特に、被分析物の精密な定量的特定には
、試料、捕捉抗体、検出抗体および標識物質を慎重に混合することが必要である。標準的
な条件の下で、この混合は、個々の構成成分を送り込み、次に反応容器を動かすことによ
って、例えば回転ミキサーなどによって行われる。余分な量の材料は、標準的な条件の下
で、単純に振り落すことによって取り除かれる。特に、例えば宇宙空間での実験など、低
重力条件下では、重力の作用によって余分な量の材料を取り除くことはできない。さらに
、低重力条件下での混合は、例えば振動のために、近くにあるその他の実験の障害となら
ないように行わなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
本発明は、特に宇宙空間における生化学的分析、とりわけ免疫学的測定法の実施装置に基
づいており、この装置の場合、試料内の少なくとも１つの被分析物が選択的に特定され、
液体体積を収容して分析反応の少なくとも１つの部分工程を実施するために設けられてい
る少なくとも１つの作業容積を有する少なくとも１つの反応容器、および少なくとも１つ
の作業容積ともう１つの媒体容器とを接続するために設けられている少なくとも１つの接
続部分が備えられている。作業容積内には、分析開始前、特に試料を加える前に、反応を
実施するための物質をすでに結合させて保管するか、または結合させずに保管することが
可能である。基本的に、例えば分析の部分工程において、液体体積を排除するために気体
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を送り込む場合など、液体体積の代わりに気体体積もこの作業容積内に収容することがで
きる。「結合させて保管する」とは、特に、作業容積の表面に結合していることを意味す
るものとし、結合させて保管されている物質は反応プロセスの進行中に離れ、溶液にする
ことができる。さらに、「結合させて保管する」とは、物質が作業容積内の固定した地点
に不可逆的に結合または固定されていることを意味するものとする。「宇宙空間での実施
」とは、特に、地球以外、例えば地球周回軌道上またはラグランジュ点にいる宇宙船の中
で、宇宙飛行中または別の惑星もしくは月の周りを回っている間に、人工衛星、月、小惑
星または地球とは異なる惑星上で生化学的分析が行われることを意味するものとする。特
に、宇宙での実施は、低重力条件下で行われることがある。「低重力条件」とは、特に、
重力効果が最大０．９ｇ、有利には最大１＊１０－３ｇ、好ましくは最大１＊１０－６ｇ
、特に好ましくは最大１＊１０－８ｇが生じる条件を意味するものとする。重力効果は、
引力および／または加速によって人工的に発生させることができる。「ｇ」は、９．８１
ｍ/ｓ２の地球での落下加速度を示している。「接続部分」とは、特に、作業容積ともう
１つの媒体容器との間で、完全に閉じられた接続を確立するために設けられているエレメ
ントを意味するものとする。「完全に閉じられた接続」とは、特に、接続部分を介する接
続によって、媒体の流れが完全に外部環境から遮断され、特に外部環境への材料の流出が
防止されていることを意味するものとする。例えば、接続部分は、もう１つの媒体容器と
ルアーロック原理に基づく接続を行えるように形成することが可能であり、もしくは接続
部分が隔壁を有してもよく、材料の通過はこの隔壁を介して、浸透または押出しによって
行うことができる。
【０００４】
反応容器が、取り付けられた状態において、少なくともほぼ完全に閉じられた容器として
形成されることが提案される。「少なくともほぼ完全に閉じられた」とは、特に、生化学
的分析を実施するために、取り付けられた状態において、少なくとも反応物または反応生
成物を収容する別の容器との接続に設けられている接続開口部まで、この容器が開口部な
しに形成されており、それによって反応物および／または反応生成物の流出が防止されて
いることを意味するものとする。「取り付けられた状態において、少なくともほぼ完全に
閉じられた」とは、特に、もう１つのエレメント、例えば市販で入手できる平坦な捕捉抗
体用アレイ担体または市販で入手できるマルチウェルプレートなどとの接続によって反応
容器が完全に閉鎖されるように、反応容器が形成されていることを意味するものとする。
とりわけ、例えば酸性、塩基性または毒性物質など危険物質を分析する場合に、および例
えば低重力条件下、特に宇宙空間など極端な条件下でも、高いプロセス信頼性および汎用
的な使用可能性を達成することができる。
【０００５】
さらに、作業容積は、低重力条件下で反応を実施するために形成されていることが提案さ
れる。特に、低重力条件下では、液体の特性が表面張力によって支配されており、作業容
積は特別にこの特性に適合した形状を有している。特に、重力に由来する攪乱要因が低下
している中で、再現可能かつ制御された状態で反応を実施することが可能な１つの装置を
実現することができる。
【０００６】
さらに、この作業容積は、接続部分から拡大している形状を有することが提案される。「
接続部分から拡大している形状」とは、特に、作業容積が１つの形状を有しており、この
形状では、接続部分の長手方向がとおる、液体体積のカレントベクトルがある面で見た場
合、接続部分から出発して、流出方向に対して横方向の作業容積の直径が、この接続部分
から作業容積の直径が最大に拡張している箇所まで、流出方向に対して横方向に単調増加
していることを意味するものとする。最大拡張箇所の後、流出方向に対して横方向の作業
容積の直径は、流出方向に向かって特に縮小することができる。従って、特に、液体体積
を作業容積の中に送り込む際、液体体積によって覆われる表面を急激に拡大することがで
きる。低重力条件下で、新しい液体体積を、特にもう１つの液体体積によって少なくとも
部分的に満たされている空間の中に送り込む場合、もう１つの液体体積の排出は新しい液
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体体積によって達成することができる。これは、低重力下での拡散混合は僅かであり、作
業容積の形状により、新しい液体体積を送り込む際、もう１つの液体体積の残りが新しい
液体体積の正面より後方に残留していることはないからである。特にこの作業容積の場合
、とりわけ低重力条件下において、液体体積の交換は、僅かな混合損失で、および／また
は流体体積の交換時における必要な流量が最小化された形で、作業容積内で行われる。
【０００７】
さらに、この作業容積は、少なくともほぼ矩形に形成されていることが提案される。「少
なくともほぼ矩形に」とは、特に、この作業容積が、少なくとも１つの面で見て、好まし
くは液体体積のカレントベクトルがある面で見て、矩形の、好ましくは正方形の形状を有
し、作業容積の１つまたは複数のコーナーに丸みをつけることが可能であることを意味す
るものとする。特にこの作業容積の場合、とりわけ低重力条件下において、液体体積の交
換は、僅かな混合損失で、および／または流体体積の交換時における必要な流量が最小化
された形で、作業容積で行われる。
【０００８】
さらに、この作業容積は、液滴の形に形成されていることが提案される。液滴の形とは、
特に、少なくとも１つの入口開口部および少なくとも１つの出口開口部を備える形状を意
味するものとし、この形状では、作業容積が、少なくとも１つの面で見て、好ましくは液
体体積のカレントベクトルがある面で見て、少なくとも１つの部分範囲において出口開口
部の方へ広がっている。特にこの作業容積の場合、とりわけ低重力条件下において、液体
体積の交換は、僅かな混合損失で、および／または流体体積の交換時における必要な流量
が最小化された形で、作業容積内で行われる。
【０００９】
さらに、この作業容積は、円形に形成されていることが提案される。特にこの作業容積の
場合、とりわけ低重力条件下において、液体体積の交換は、僅かな混合損失で、および／
または流体体積の交換時における必要な流量が最小化された形で、作業容積内で行われる
。
【００１０】
さらに、この作業容積は、ノズル形に形成されていることが提案される。「ノズル形」と
は、特に、少なくとも入口開口部および少なくとも１つの出口開口部を備える形状を意味
するものとし、この形状では、作業容積が、少なくとも１つの部分範囲において出口開口
部の方へ徐々に細くなっている。好ましくは、このノズル形は、少なくとも２つの入口開
口部を有している。特にこの作業容積の場合、とりわけ低重力条件下において、液体体積
の交換は、僅かな混合損失で、および／または作業容積での流体体積の交換時における必
要な流量が最小化された形で達成される。
【００１１】
さらに、廃棄物容器として形成されている少なくとも１つの別の媒体容器が提案され、こ
の容器は、余分な液体体積を収容するために設けられている。「余分な液体体積」とは、
特に、生化学的分析の部分工程後に不要となった液体体積、例えば、固定された捕捉抗体
に被分析物が結合する部分工程の実施後に結合しなかった被分析物を含む試料体積、また
は反応しなかった検出抗体を含む液体体積を意味するものとする。好ましくは、この廃棄
物容器が、接続部分を用いた少なくとも１つの作業容積との連結によって接続されている
。特に、小さな作業容積および小型の装置を実現することができる。
【００１２】
さらに、この廃棄物容器は、少なくともほぼ完全に閉じられた状態に形成されていること
が提案される。とりわけ、例えば酸性、塩基性または毒性物質などの危険物質を含む試料
を分析する場合、および／または極端な条件下で分析が行われる場合、装置は高いプロセ
ス信頼性および汎用的な使用可能性を達成することができる。
【００１３】
さらに、この廃棄物容器は、圧力調整モードのために形成されていることが提案される。
「圧力調整モード」とは、特に、廃棄物容器が、周辺との圧力調整のために少なくとも１
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つのフィルタを有していることを意味するものとし、これにより、余分な液体体積を送り
込む場合、特に低重力の条件下において、廃棄物容器内部の圧力上昇および／または周辺
との圧力差を回避することができる。分析に使用された媒体に応じて、このフィルタは疎
水性フィルタまたは親水性フィルタとして形成されている。特に、高い作動信頼性を備え
る廃棄物容器を達成することができる。
【００１４】
さらに、この廃棄物容器は、少なくとも１つの芯ボディを有していることが提案される。
「芯ボディ」とは、特に、毛細管材料を意味するものとし、これは、吸入口から開始して
廃棄物容器の内壁に少なくとも部分的に上張りされ、流入する液体体積を収容および／ま
たは転送するために設けられている。この芯ボディは、特に、余分な液体体積を収容する
、および／または吸収体材料を保管するために設けられている。「吸収体材料」とは、特
に、液体体積を吸収して結合させるために設けられており、例えば、有機吸収体、無機吸
収体、焼結させたプラスチックリザーバ、活性炭またはシリカゲルを意味するものとする
。特に、芯ボディは、廃棄物容器の中に流入する余分な液体体積を収容し、吸収体材料に
よる吸収が向上および加速されるように配分し、好ましくは、収容された液体体積が再び
流出するのを防止するために設けられている。好ましくは、さらに芯ボディは、無圧状態
での作動を達成するため、余分な液体体積を収容する際に、吸収体材料の中に含まれる気
体を吸収体材料のない廃棄物容器部分に送り、この部分から圧力調整用フィルタを使って
気体を逃がすことができるように設けられている。特に、余分な液体体積を迅速かつ確実
に収容し、余分な液体体積を確実に保管する廃棄物容器にすることが可能となる。
【００１５】
さらに、分析材料容器として形成されている少なくとも１つの別の媒体容器が提案され、
これは分析材料を供給するために設けられている。「分析材料」とは、特に、分析反応に
必要な材料、例えば被分析物の選択的特定に用いる、免疫測定法の捕捉／標識抗体および
標識物質、ならびに溶媒などの補助物質を意味するものとする。好ましくは、プロセス開
始前に、必要な量の分析材料が分析材料容器の中に保管されており、そのためプロセス実
施の際には、分析材料を供給するだけで済む。代替の方法として、分析材料容器の中に試
料も保管することもできるため、別の試料容器を省略することができる。特に、動作的お
よび容積測定的に確実な分析材料の添加を行うことが可能となる。
【００１６】
さらに、分析材料容器は、マルチチャンバ噴霧器として形成されている。「マルチチャン
バ噴霧器」とは、特に、様々な反応材料を別々に保管するために、分離エレメントによっ
て分割されている複数の部分チャンバを備える容器を意味するものとする。好ましくは、
このマルチチャンバ噴霧器が、様々な分析材料を連続して順次供給するために設けられて
おり、マルチチャンバ噴霧器の内部で、材料は供給される前に混合されるため、分離され
た状態で保管されていた物質を制御しながら混合することが可能である。好ましくは、こ
のマルチチャンバ噴霧器の中には、必要な分析材料が分析用に特別に調整された量で保管
されている。基本的に、分析材料成分の保管は、マルチチャンバ噴霧器を用いる代わりに
、それぞれ独立した分析材料容器の中で行うことも可能である。特に、分析材料容器の数
を削減することができ、添加する分析材料の量を間違えることによって、および／または
量の不足によって分析が不正確に実施されることを回避できる。
【００１７】
さらに、分析材料容器が、廃棄物容器と一緒に組み込まれた状態で実施されていることが
提案される。「組み込まれた状態で実施されている」とは、特に、分析材料容器が少なく
とも１つの区画を有し、この区画は余分な液体体積を収容するために設けられており、好
ましくは、分析反応の進行中に、分析材料を保管する区画の液抜きと平行して余分な液体
体積を収容し、収容中にこの区画の収容容積を拡大するために設けられていることを意味
するものとする。この区画は、例えば分析材料容器のチャンバとして、固定された収容容
積または好ましくは変更可能な収容容積を備え、例えば柔軟な収容バッグとして、または
スライド可能なエレメントによって閉じられているチャンバとして形成することができる
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。特に、追加の独立した廃棄物容器を省略することが可能となり、保持しなければならな
いシステム容積を縮小することができる。
【００１８】
さらに、少なくとも１つの反応容器が、少なくとももう１つの反応容器および／または少
なくとももう１つの媒体容器と一緒に１つのモジュールにあらかじめ組み立てられており
、このモジュールは別の媒体容器と接続するために設けられていることが提案される。好
ましくは、このモジュールが反応容器の他に、廃棄物容器および分析材料容器を有してい
るため、接続部分を介して試料容器を接続するだけで生化学的分析を実施することができ
る。好ましくは、分析材料がすでに反応容器および分析材料容器に充填されているため、
生化学的分析を実施する前の充填工程を省略することができる。特に、作業ユニットをあ
らかじめ組み立てることによって、生化学的分析の時間を節約することが可能になってい
る。
【００１９】
さらに、このモジュールは、複数の生化学的分析を平行して実施することを可能にするた
めに設けられている。そのために、このモジュールは、特に、複数の反応容器および／ま
たは複数の作業容積を備える反応容器を有している。また、そのためにこのモジュールは
、特に複数の反応容器および／または作業容積が平行に配置されている構成を有している
。これにより、特に、時間およびスペースの節約が可能になっている。
【００２０】
さらに、分析反応のための反応材料および試料を混合するために設けられている磁気的ミ
キシングボディが提案される。「磁気的ミキシングボディ」とは、特に、磁気および／ま
たは磁化可能なボディを意味するものとし、このボディは、磁界を加えることによって、
好ましくは交番磁界を加えることによって動き、それによって反応材料を混合するために
設けられている。とりわけ、反応材料の確実な混合が可能となる。
【００２１】
さらに、本発明に基づく装置を用いた生化学的分析の実施方法が提案され、この場合、分
析の実施は低重力の条件下で行われる。特に、この方法は、全ての実施工程を、重力の存
在とは無関係に実施できるように形成されている。これにより、特に、重力によって、ま
たは機械的に引き起こされる障害を回避することが可能となる。
【００２２】
さらに、分析反応のための分析材料および試料の混合が磁気的ミキシングボディによって
行われることが提案される。これにより、特に、宇宙空間における低重力の条件下で、完
全かつ効率的な混合を達成することが可能である。
【００２３】
さらに、反応容器の作業容積の範囲内では、分析材料および試料のみが分析反応に関与す
ることが提案される。特に、必要な容量の分析材料および／または試料を極めて正確に測
定する準備を省略することができ、その代り、分析材料および／または試料は、関与物質
の容量を規定している作業容積が満たされるまで添加される。これにより、特に簡単に実
施可能であり、特に低重力条件下で簡単に実施可能な方法を実現することができる。
【００２４】
さらに、分析材料および試料の添加を、任意の分量に小分けにして、休止を入れて進めら
れることが提案される。これにより、特に、フレキシブルに調整可能な方法を実現するこ
とができる。
【００２５】
この場合、本発明に基づく装置は、上述した使用法および実施形態に制限されるべきでは
ない。特に、本発明に基づく装置は、ここで説明された機能を実行するために、ここに示
された数の個々のエレメント、構成部品およびユニットとは異なる数を有していてもよい
。
【００２６】
その他の利点は、以下の図から説明される。図には、本発明の２４通りの実施例が示され
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ている。これらの図、説明及び請求項には、組合せの形で多数の特徴が含まれている。当
業者は、これらの特徴を個々においても有利なものとみなし、その他の有効な組合せにま
とめるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】２つの反応容器を備え、それぞれが１つの作業容積、分析材料容器、廃棄物容器
および試料容器を備えている、本発明に基づく装置の概要図である。
【図２】本発明に基づく反応容器の詳細図である。
【図３】円形の作業容積の概要図である。
【図４】矩形の代替の作業容積の概要図である。
【図５】液滴形の代替の作業容積の概要図である。
【図６】２つの入口と１つの出口を有するノズル形の代替の作業容積の概要図である。
【図７】本発明に基づく装置内での、生化学的分析のプロセス概要図である。
【図８】図２による反応容器を組み立てる前の個別部品の側面図である。
【図９】図２による反応容器を部分的に組み立てた状態の側面図である。
【図１０】図２による反応容器を組み立てた状態の側面図である。
【図１１】変更可能な作業容積を備える反応容器の代替の実施形態の側面図である。
【図１２】変更可能な作業容積を備える反応容器の代替の実施形態の側面図である。
【図１３】代替の接続部分の配置を備える反応容器の実施形態の側面図である。
【図１４】代替の接続部分の配置を備える反応容器の実施形態の側面図である。
【図１５】代替の接続部分の配置を備える反応容器の実施形態の側面図である。
【図１６】代替の接続部分の配置を備える反応容器の実施形態の側面図である。
【図１７】マグネット担体に結合させ、溶液で提供される、図２による反応容器内の捕捉
抗体の代替の提供方法である。
【図１８】個別の担体材料の上に固定されるか、または乾燥した状態で提供される、図２
による反応容器内の捕捉抗体の代替の提供方法である。
【図１９】反応実施中に離れる乾燥させたドットとして提供される、図２による反応容器
内の捕捉抗体の代替の提供方法である。
【図２０】充填プロセスにおける、図１による廃棄物容器の概要図である。
【図２１】充填プロセスにおける代替の廃棄物容器の概要図である。
【図２２】充填プロセス前の代替の廃棄物容器の概要図である。
【図２３】充填プロセスにおける代替の廃棄物容器の概要図である。
【図２４】代替の廃棄物容器の概要図である。
【図２５】２つの作業容積を有する反応容器が供えられた代替の装置である。
【図２６】反応容器、分析材料容器および廃棄物容器があらかじめ１つのモジュールに組
み立てられている代替の装置である。
【図２７】複数の生化学的分析を同時に実施するための代替の装置である。
【図２８ａ】複数の反応容器があらかじめ１つのモジュールに組み立てられている、複数
の生化学的分析を同時に実施するための代替の装置である。
【図２８ｂ】複数の反応容器があらかじめ１つのモジュールに組み立てられている、複数
の生化学的分析を同時に実施するための代替の装置である。
【図２９】複数の反応容器から成るモジュールがマルチポートバルブによって連続的に正
圧を供給される代替の装置である。
【図３０】複数の反応容器から成るモジュールがマルチポートバルブによって連続的に負
圧を供給される代替の装置である。
【図３１】複数の反応容器があらかじめ１つのモジュールに組み立てられている、複数の
生化学的分析を同時に実施するための代替の装置である。
【図３２】市販で入手できるマルチウェルプレートとの接続によって、反応容器が完全に
閉鎖される代替の装置である。
【図３３】市販で入手できる平坦なアレイとの接続によって、反応容器が完全に閉鎖され
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る代替の装置である。
【図３４】廃棄物容器と一緒に組み込まれた状態で実施されている分析材料容器を備える
代替の装置である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
図１は、宇宙空間における免疫学的測定法によって形成されている生化学的分析を実施す
るための本発明に基づく装置１０ａを上から見た図であり、この装置の場合、試料４４ａ
内の被分析物が選択的に特定され、液体体積を収容して分析反応の少なくとも１つの部分
工程を実施するために設けられているそれぞれ１つの作業容積２０ａ、２２ａを有する２
つの反応容器１２ａ、１４ａ、および少なくとも２つの作業容積２０ａ、２２ａを相互に
接続し、その他の３つの媒体容器２８ａ、３０ａ、３８ａと接続するために設けられてい
る４つの接続部分６０ａ、６２ａ、６４ａ、６６ａが備えられている。作業容積２０ａ、
２２ａの間の接続部分６２ａは、作業容積２０ａから作業容積２２ａへの逆流を防止する
バルブ８８ａを有している。反応容器１２ａ、１４ａは、取り付けられた状態でほぼ完全
に閉鎖された容器として形成され、接続部分６０ａ、６２ａ、６４ａ、６６ａを介しての
みアクセスすることができる。作業容積２０ａ、２２ａは、低重力条件下で反応を実施す
るために形成され、低重力条件下で表面張力によって支配されている液体の特性に特別に
適合した形状を有している。作業容積２０ａ、２２ａは、接続部分６０ａ、６２ａまたは
６２、６４ａ、６６ａから拡大している形状を有している。作業容積２０ａ、２２ａは、
円形に形成されている。反応容器１２ａの作業容積２０ａには、免疫学的測定法のための
捕捉抗体５６ａが免疫学的測定法の開始前からすでに作業容積２０ａの表面に結合してお
り、反応容器１４ａの作業容積２２ａには、乾燥した状態での検出抗体５４ａがすでに免
疫学的測定法の開始前から含まれ、免疫学的測定法の進行中に溶液にされる。
【００２９】
さらに、装置１０ａは、余分な液体体積を収容するために設けられ、廃棄物容器２８ａと
して形成されているもう１つの媒体容器を有している。この廃棄物容器２８ａは、本方法
の進行中に不要となった液体体積、例えば未反応の、捕捉抗体５６ａに結合しなかった被
分析物をもつ余剰試料などを収容するもので、接続部６６ａを介して作業容積２０ａに接
続されている。廃棄物容器２８ａは、収容容積を増加させるピストン７８ａを有し、ほぼ
完全に閉じられた状態に形成されている。装置１０ａは、さらに、試料容器３８ａとして
形成されているもう１つの媒体容器を有し、これは、接続部分６４ａを介して作業容積２
０ａに接続され、試料４４ａを供給するために設けられている。試料容器３８ａには、試
料４４ａの他に磁気的ミキシングボディ５８ａが保管されており、これは分析反応のため
の分析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２ａと試料４４ａとを混合するために設けられて
いる。試料容器３８ａは、ほぼ完全に閉じられた状態に形成されている。装置１０ａは、
さらに、分析材料容器３０ａとして形成された、分析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２
ａを提供するために設けられているもう１つの媒体容器を有し、この容器は、ほぼ完全に
閉じられた状態に形成されている。分析材料容器３０ａは、分離エレメント４２ａによっ
て分離されている複数の部分チャンバ４０ａを備え、これらの部分チャンバは、様々な分
析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２ａを別々に保管するために設けられているマルチチ
ャンバ噴霧器として形成されている。分析材料容器３０ａと作業容積２２ａとの接続は、
接続部分６０ａによって行われる。さらに、分析材料容器３０ａは、別々に保管されてい
る分析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２ａを連続的に供給するために形成されている。
装置１０ａが宇宙空間に輸送される前に、すでに分析材料容器３０ａには、生化学的分析
を実施するのに必要な分析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２ａが充填されている。
【００３０】
図２には、作業容積２０ａを備える反応容器１２ａを、部分的に組み立てた状態で示した
詳細図が示されている。反応容器１２ａは、ベースボディ７２ａ、底面７４ａおよびその
上に載せられる蓋７６ａから構成されている。反応容器１２ａの材料は、透明なシクロオ
レフィン共重合体によって形成されており、これは非特異的結合性能が少なく、透明であ
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ることにより免疫学的測定法の評価が視覚的方法で可能である。基本的に、反応容器１２
ａは、例えばいわゆる「低結合性」ポリスチロールなど他の材料から形成することもでき
、有利には、この材料がプラスチックおよび好ましくは透明なプラスチックによって形成
されている。
【００３１】
図３は、互いに向かい合う接続部分６０ａ、６２ａを備え、円形に形成されている作業容
積２０ａの概要図である。
【００３２】
図４～３４には、本発明の第１の実施例のさらなる詳細図以外に、本発明のその他の実施
例が２３例示されている。以下の説明および図は、主としてこれらの実施例における違い
に限定され、同一の名称で表される構成部品に関して、特に同じ符号を持つ構成部品に関
しては、基本的に図および／または図１の説明が参照される。実施例を区別するため、図
１～３の第１の実施例の符号には文字ａが付けられている。図４～３３のその他の実施例
には、文字ａの代わりに文字ｂ～ｖが用いられている。図４～３３では、その他の実施例
において、図の説明が第１の実施例に関係している場合は文字ａを保持している。
【００３３】
図４には、矩形に形成されている作業容積２０ｂを備える反応容器１２ｂが取り付けられ
た代替の装置１０ｂが示されている。作業容積２０ｂには、捕捉抗体５６ｂが固定した状
態で結合している。矩形の向かい合う２つの角には接続部分６０ｂ、６２ｂが配置されて
いる。基本的に、接続部分６０ｂ、６２ｂは、矩形の隣り合う角にも配置することができ
るか、または接続部分６０ｂ、６２ｂの少なくとも１つを、角と角の間にある壁部分、底
面または蓋に配置することもできる。作業容積２０ｂは、同様に、接続部分６０ｂ、６２
ｂから拡大している形状を有している。装置１０ｂの代替の実施形態では、矩形の作業容
積２０ｂの１つまたは複数の角、好ましくは接続部分６０ｂ、６２ｂから離れた角に丸み
を付けて形成することもできる。
【００３４】
代替の装置１０ｃは、液滴の形に形成されている作業容積２０ｃが備えられた反応容器１
２ｃ（図５）を有している。液滴形の縁の尖った箇所には接続部分６０ｃが配置され、尖
った箇所に向かい合う箇所には接続部分６２ｃが配置されている。作業容積２０ｃが接続
部分６０ｃから拡大していることにより、表面張力の結果、流入する液体が作業容積の壁
に付着し、低重力条件下での液体体積の交換は、混合損失が少なく、後に続く媒体の容量
を少なくして実施することができる。
【００３５】
代替の装置１０ｄは、ノズル形に形成されている作業容積２０ｄが備えられた反応容器１
２ｄ（図６）を有している。作業容積２０ｄは、側面に２つの接続部分６０ｄ、６２ｄを
有し、両方の接続部分６０ｄ、６２ｄに向かい合う面に１つの接続部分６４ｄを有してい
る。２つの接続部分６０ｄ、６２ｄによって、２つの異なる材料供給を同時に、または連
続して行うことができるため、プロセス時間が短縮され、媒体容器の交換による材料損失
を回避することができる。
【００３６】
図７は、装置１０ａにおける生化学的分析の実施方法の例を示した図である。実施は、宇
宙空間の宇宙船内において、低重力条件下で行われる。基本的に本方法は、小惑星、月ま
たは地球上でも実施することができる。分析反応のための分析材料４６ａ、４８ａ、５０
ａ、５２ａおよび試料４４ａの混合は、磁気的ミキシングボディ５８ａによって行われる
。第１の工程では、結合した捕捉抗体５６ａだけが反応容器１２ａに充填されており、こ
の反応容器は接続部分６２ａを介して廃棄物容器２８ａに接続されている。次の工程では
、試料容器３８ａが接続部分６０ａを介して作業容積２０ａに接続される。次の工程では
、試料容器３８ａ内のスライド可能なピストンに圧力が加えられ、この圧力によって、磁
気的ミキシングボディ５８ａを含む試料４４ａの材料が作業容積２０ａの中に押し込まれ
る。次の工程では、マグネットユニット１１０ａによって動かされる磁気的ミキシングボ



(12) JP 2014-71114 A 2014.4.21

10

20

30

40

50

ディ５８ａを使って試料４４ａが混合され、これにより、試料４４ａの中に含まれている
被分析物が捕捉抗体５６ａの位置まで運ばれ、これらの捕捉抗体と結合する。充填の際に
、余分な量の試料４４ａは接続部分６２ａを介して反応容器１２ａの作業容積２０ａから
廃棄物容器２８ａの中に移される。次の反応段階では、試料容器３８ａが分析材料容器３
０ａと交換される。分析材料容器３０ａの可動ピストンへの圧力によって、試料容器３８
ａの液抜きと同様、分析材料容器３０ａが液抜きされ、分析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ
、５２ａが連続的に作業容積２０ａの中に送り込まれる。例えば、分析材料４６ａは中性
の洗浄溶液によって形成することができ、この液体体積によって結合しなかった被分析物
が作業容積２０ａから排出され、廃棄物容器２８ａの中に移される。分析材料４８ａは、
例えば、検出抗体５４ａとそれに結合している標識材料とを含む溶液によって形成するこ
とができ、この標識材料は信号伝達のために基質を分解する酵素として形成されている。
分析材料４８ａは、マグネットユニット１１０ａおよび磁気的ミキシングボディ５８ａに
よって混合され、マーカーを備える検出抗体５４ａが捕捉抗体５６ａに結合している被分
析物に結合する。別の工程例では、もう１つの洗浄溶液５２によって、結合していない検
出抗体５４ａが作業容積から取り除かれる。例に挙げた方法の実際の証明工程では、分析
材料５２ａを使って証明信号を発生させるために、マーカーによって分解する基質が送り
込まれ、この基質は分解後に例えば蛍光信号を発生する。余分な液体体積は、この方法の
間に廃棄物容器２８ａに送られる。この方法の場合、分析反応の中で、反応容器１２ａの
作業容積２０ａの範囲内で関与しているのは分析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２ａお
よび試料４４ａだけであり、これにより、分析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２ａおよ
び試料４４ａの正確な容量測定を省略することができる。本方法の進行過程において、分
析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２ａおよび試料４４ａの添加は、任意の分量に小分け
にして、休止を入れて進めることができる。代替の方法では、捕捉抗体５６ａを、底面７
４ａに結合される代わりに、例えばマグネット担体に結合させた状態で供給することもで
きる。さらに、代替の方法では、マルチチャンバ噴霧器として形成されている分析材料容
器３０ａの代わりに、分析材料４６ａ、４８ａ、５０ａ、５２ａのそれぞれに対し、独立
した個別の材料容器を使用することもできる。基本的に、免疫学的測定法の代わりに、そ
の他の生化学的分析方法を装置１０ａで実施することが可能である。本方法の個々の部分
工程の実施は、重力の存在とは無関係であり、従って、低重力条件下で実施することがで
きる。しかし、基本的に、地球上の通常の重力条件下でも実施することができる。
【００３７】
図８～１０には、反応容器１２ａの取付け手順が示されている。最初の取付け工程（図８
）では、反応容器１２ａが、蓋７６ａ、接続部分６０ａと６２ａを備えるベースボディ７
２ａ、および底面７４ａとそこに結合している捕捉抗体５６ａによって形成される個別部
品に分解されている。次の取付け工程（図９）では、底面７４ａがベースボディ７２ａの
中に取り付けられ、接着によってしっかりと固定される。最後の取付け工程（図１０）で
は、蓋７６ａが取り付けられ、同様に接着によって固定される。この代替の方法として、
接着の代わりに、例えば溶接または力結合および／またはポジティブ結合によって蓋７６
ａをベースボディ７２ａに固定することも可能である。 
【００３８】
図１１には、代替の装置１０ｅの代替の反応容器１２ｅが示されており、これは、側面部
分に接続部分６０ｅ、６２ｅをもつベースボディ７２ｅ、および底面７４ａと、そこに結
合している捕捉抗体５６ｅを備えている。蓋７６ｅは、ベースボディ７２ｅの中に押し込
まれ、Ｏリング９２ｅでシールされている。ベースボディ７２ｅ、底面７４ｅおよび蓋７
６ｅは円形の作業容積２０ｅを境界している。蓋７６ｅの押し込み深さの変更によって、
作業容積２０ｅの調整が可能である。
【００３９】
もう１つの代替の装置１０ｆ（図１２）は、側面に接続部分６０ｆ、６２ｆをもつベース
ボディ７２ｆ内にねじ込み可能な蓋７６ｆを備える反応容器１２ｆを有している。この蓋
７６ｆは、様々な深さにねじ込むことができるため、反応容器の作業容積２０ｆを変更す
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ることができ、また、Ｏリング９２ｆでシールされる。底面７４ｆには捕捉抗体５６ｆが
結合している。
【００４０】
図１３は、作業容積２０ｇを備える代替の装置１０ｇの代替の反応容器１２ｇを示し、こ
れは、前述の実施例とほぼ同様に形成されている。ベースボディ７２ｇの中にねじ込まれ
ている蓋７６ｇは、Ｏリング９２ｇでシールされており、２つの接続部分６０ｇ、６２ｇ
を有し、これらは液体体積の供給および排出のために設けられている。底面７４ｇには、
免疫学的測定法を実施するための捕捉抗体５６ｇが結合している。この代替の方法として
、免疫学的測定法を実施するために、検出抗体またはその他に必要な分析材料を底面７４
ｇに結合させることもできる。
【００４１】
代替の装置１０ｈのもう１つの代替の反応容器１２ｈ（図１４）は、ベースボディ７２ｈ
の中にねじ込まれている蓋７６ｈを有し、この蓋は、作業容積２０ｈ内に液体を送り込む
ための接続部分６０ｈを有し、Ｏリング９２ｈによってシールされている。底面７４ｈに
は、捕捉抗体５６ｈが結合し、液体を排出するための接続部分６２ｈが配置されている。
低重力条件下では、液体の供給および排出は任意の方向に行うことができる。
もう１つの代替の装置１０ｉ（図１５）には、作業容積２０ｉを有する反応容器１２ｉが
、ベースボディ７２ｉの中にねじ込まれ、Ｏリング９２ｉでシールされた蓋７６ｉを有し
ている。この蓋７６ｉには、捕捉抗体５６ｉが結合した状態で配置されている。この代替
の方法として、捕捉抗体５６ｉの代わりに、検出抗体またはその他の必要な分析材料も蓋
７６ｉに結合させて配置することができる。接続部分６０ｉ、６２ｉは底面７４ｉに配置
されている。
【００４２】
接続部分６０ｊ、６２ｊの代替の配置を備えるもう１つの反応容器１２ｊ（図１６）では
、液体体積を作業容積２０ｊに送り込むための接続部分６０ｊが蓋７６ｊの中に配置され
ており、この蓋はベースボディ７２ｊの中にねじ込まれ、Ｏリング９２ｊでシールされて
いる。底面７４ｊには、捕捉抗体５６ｊが結合した状態で配置されている。この代替の方
法として、捕捉抗体５６ｊの代わりに、検出抗体またはその他の必要な分析材料も蓋７４
ｊに結合させて配置することができる。液体体積を排出するために設けられている接続部
分６２ｊはベースボディ７２ｊの側面部分に配置されている。
【００４３】
図１７には、反応容器１２ａにおける捕捉抗体５６ａの代替の保管方法が示されている。
捕捉抗体５６ａは、マグネット担体９４ａと結合した状態で配置されており、マグネット
担体と共に作業容積２０ａ内の懸濁液９８ａ中を自由に移動できるように配置されている
。マグネット担体９４ａは、マグネットユニット１１０ａによって移動するように設けら
れている。この代替の方法として、捕捉抗体５６ａの代わりに、検出抗体５４ａまたはそ
の他の必要な分析材料もマグネット担体９４ａに結合させて配置することができる。
【００４４】
捕捉抗体５６ａのもう１つの代替の保管方法（図１８）では、捕捉抗体がプラスチックま
たはガラスまたはその他の透明な材料から成る担体９６ａの上に結合した状態で配置され
、この担体は底面７４ａ上に置かれている。代替の方法として、担体９６ａを底面７４ａ
上に溶接または接着するか、あるいは蓋７６ａに固定することもできる。もう１つの代替
の実施形態では、捕捉抗体５６ａの代わりに、上述の方法で検出抗体５４ａも保管するこ
とができる。
【００４５】
捕捉抗体５６ａのもう１つの代替の保管方法（図１９）では、これらの抗体がマグネット
担体９４ａに結合され、反応容器１２ａの底面７４ａに乾燥した状態で配置されている。
接続部分６０ａ、６２ａのいずれかから液体体積が供給されることにより、これらの担体
が溶液にされ、次にマグネットユニット１１０ａによって混合されるようになっている。
もう１つの代替の実施形態では、捕捉抗体５６ａの代わりに、または捕捉抗体５６ａに加
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えて、上述の方法で検出抗体５４ａも保管することができる。同様に、捕捉抗体５６ａお
よび検出抗体５４ａを混合して同じ表面に保管することも代替で可能である。もう１つの
代替の実施形態では、捕捉抗体５６ａが反応容器１２ａの底面７４ａまたは蓋７６ａに、
検出抗体５４ａが反応容器１２ａの蓋７６ａまたは底面７４ａに、それぞれマグネット担
体９４ａと結合させて、乾燥した状態で互いに別々に保管することもできる。
【００４６】
図２０には、装置１０ａの廃棄物容器２８ａの充填プロセスが示されている。廃棄物容器
２８ａは、スライド可能なピストン７８ａを有し、このピストンは充填のために引き戻さ
れるか、または充填時に押し戻される。
【００４７】
代替の装置１０ｋの代替の廃棄物容器２８ｋ（図２１）では、移動可能なピストン７８ｋ
がフィルタ８０ｋを有し、このフィルタは充填時の圧力調整のために設けられている。廃
棄物容器２８ｋは、圧力調整モードのためのフィルタ８０ｋによって形成されている。フ
ィルタ８０ｋは疎水性フィルタとして形成されているが、分析に使用する媒体に応じて、
フィルタ８０ｋを親水性フィルタとして形成することもできる。
【００４８】
もう１つの代替の装置１０ｌは、挿入された回収容器８２ｌ（図２２）を有し、この回収
容器は、充填すると（図２３）拡大する。充填時の圧力調整のため、移動可能なピストン
７８ｌは疎水性フィルタ８０ｌを有している。廃棄物容器２８ｌは、圧力調整モードのた
めの疎水性フィルタ８０ｌを用いて形成されている。
【００４９】
装置１０ｍの代替の廃棄物容器２８ｍ（図２４）は芯ボディ８４ｍを有し、この芯ボディ
には吸収体材料８６ｍが充填されている。廃棄物容器２８ｍに充填する場合、芯ボディ８
４ｍから空気が排出され、余分な液体体積が吸収体材料８６ｍによって吸収される。この
吸収体材料８６ｍは、例えば液滴のない有機的な海綿状材料のような有機的吸収剤、例え
ばＰＯＲＥＸ社によって製造されるような毛細管プラスチックリザーバ、例えばシリカゲ
ルなどの吸湿性材料、または例えば商品名Ｌｕｑｕａｓｏｒｂ（登録商標）でＢＡＳＦ社
から販売されている有機超吸収体材料によって形成することができる。吸収体材料８６ｍ
の代わりに、例えば焼結させたプラスチックリザーバ、または乾燥させた粘土鉱物や活性
炭などの無機物吸着体といった吸着体材料も使用可能である。代替の実施形態では、芯ボ
ディ８４ｍが余分な液体体積を収容するために設けられている。この廃棄物容器２８ｋは
、移動可能なピストンの中に疎水性フィルタ８０ｍを有しており、圧力調整モードのため
に形成されている。
【００５０】
代替の装置１０ｎ（図２５）は、２つの作業容積２０ｎ、２２ｎを備える反応容器１２ｎ
を有し、これらの作業容積内では検出抗体５４ｎまたは捕捉抗体５６ｎが、好ましくは乾
燥した状態で結合しており、これらの作業容積はバルブ８８ｎによって接続されている。
作業容積２０ｎ、２２ｎは、接続部分６０ｎ、６２ｎ、６４ｎを介して、磁気的ミキシン
グボディ５８ｎによって混ぜられた状態の試料４４ｎを含む試料容器３８ｎ、複数の分離
エレメント４２ｎで区切られた部分チャンバ４０ｎ内に複数の分析材料４６ｎ、４８ｎ、
５０ｎが入った、マルチチャンバ噴霧器として形成されている分析材料容器３０ｎ、およ
びスライド可能なピストン７８ｎを備える廃棄物容器２８ｎとして形成されているもう１
つの媒体容器に接続されている。
【００５１】
代替の装置１０ｏ（図２６）では、作業容積２０ｏを備える反応容器１２ｏ、分析材料容
器３０ｏおよび廃棄物容器２８ｏが１つのモジュール１００ｏにあらかじめ組み立てられ
ており、このモジュールは、試料容器３８ｏとして形成されているもう１つの媒体容器に
接続するために設けられている。このモジュール１００ｏは、バルブ８８ｏを有する接続
部分６０ｏによって試料容器３８ｏに接続され、この試料容器には試料４４ｏが含まれて
いる。モジュール１００ｏ内部の接続部分６２ｏは、作業容積２０ｏをマルチチャンバ噴
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霧器として形成されている分析材料容器３０ｏに接続しており、同様にバルブ８８ｏを有
している。
【００５２】
代替の装置１０ｐ（図２７）は、作業容積２０ｐ、２２ｐ、２４ｐ、２６ｐを備える４つ
の反応容器１２ｐ、１４ｐ、１６ｐ、１８ｐを有し、これらの作業容積はそれぞれ接続部
分６０ｐ、６２ｐ、６４ｐ、６６ｐによって、マルチチャンバ噴霧器として形成されてい
る分析材料容器３０ｐ、３２ｐ、３４ｐ、３６ｐに接続されている。作業容積２０ｐ、２
２ｐ、２４ｐ、２６ｐは、バルブ８８ｐを備える共通の接続部分６８ｐによって、スライ
ド可能なピストン７８ｐを備える廃棄物容器２８ｐに接続されている。装置１０ｐは、複
数の生化学的分析を同時実施するために設けられている。この装置１０ｐ内では、同時に
複数の同じ生化学的分析、例えば同一の被分析物について同一の試料または異なる試料の
試験を行うことができる、および／または複数の異なる生化学的分析、例えば様々な被分
析物についてそれぞれ複数の容量の試料の試験を行うことができる。
【００５３】
もう１つの代替の装置１０ｑ（図２８ａ）では、作業容積２０ｑ、２２ｑ、２４ｑ、２６
ｑを備える互いに平行に配置された４つの反応容器１２ｑ、１４ｑ、１６ｑ、１８ｑが１
つのモジュール１００ｑにあらかじめ組み立てられており、このモジュールは、複数の生
化学的分析を同時に実施できるようにするために設けられている。このモジュール１００
ｑは、バルブ８８ｑを有する接続部分６０ｑ、６２ｑ、６４ｑ、６６ｑによって分析材料
容器３０ｑ、３２ｑ、３４ｑ、３６ｑに接続されており、これらの容器にはそれぞれ分析
材料４６ｑ、４８ｑ、５０ｑ、５２ｑが保管されている。バルブ８８ｑを備える共通の接
続部分６８ｑによって、作業容積２０ｑ、２２ｑ、２４ｑ、２６ｑは、スライド可能なピ
ストン７８ｑを備える廃棄物容器２８ｑに接続されている。代替の実施形態では、モジュ
ール１００ｑが、廃棄物容器２８ｑ（図２８ｂ）および／または１つもしくは複数の分析
材料容器３０ｑ、３２ｑ、３４ｑ、３６ｑを追加的に備えることもできる。
【００５４】
もう１つの代替の装置１０ｒ（図２９）では、作業容積２０ｒ、２２ｒ、２４ｒ、２６ｒ
を備える、同様に互いに平行に配置された４つの反応容器１２ｒ、１４ｒ、１６ｒ、１８
ｒが１つのモジュール１００ｒにあらかじめ組み立てられており、このモジュールは、複
数の生化学的分析を連続して、または部分的に同時に実施できるようにするために設けら
れている。反応容器１２ｒ、１４ｒ、１６ｒ、１８ｒへの供給は、マルチポートバルブ９
０ｒを有する接続部分６０ｒによって行われる。マルチポートバルブ９０ｒは、試料４４
ｒを、試料容器３８ｒから電動式噴霧器１０４ｒの中に移すために形成されており、この
噴霧器はモータ１０２ｒに連結されている。このモータ１０２ｒによって、試料４４ｒは
、正圧によって電動式噴霧器１０４ｒから送り出され、マルチポートバルブ９０ｒによっ
て作業容積２０ｒ、２２ｒ、２４ｒ、２６ｒのいずれかに送られる。基本的に、マルチポ
ートバルブ９０ｒは、その他の試料容器３８ｒまたはその他の媒体容器にも連結すること
ができる。生化学的分析をさらに継続するため、試料容器３８ｒが、生化学的分析用のそ
の他の材料の入った媒体容器と交換され、これらの材料は同様にマルチポートバルブ９０
ｒおよび電動式噴霧器１０４ｒを介して送り出される。代替の方法として、試料容器３８
ｒはマルチチャンバ噴霧器として形成することもでき、生化学的分析用のその他の試薬を
保管することができる。接続部分６２ｒはモジュール１００ｒを廃棄物容器２８ｒと接続
し、代替の実施形態ではこの廃棄物容器もモジュール１００ｒの中に含めることができる
。
【００５５】
もう１つの代替の装置１０ｓ（図３０）では、作業容積２０ｓ、２２ｓ、２４ｓ、２６ｓ
を備える、同様に互いに平行に配置された４つの反応容器１２ｓ、１４ｓ、１６ｓ、１８
ｓが１つのモジュール１００ｓにあらかじめ組み立てられており、このモジュールは、複
数の生化学的分析を連続して、または部分的に同時に実施できるようにするために設けら
れている。作業容積２０ｓ、２２ｓ、２４ｓ、２６ｓは、接続部分６４ｓ、６６ｓ、６８
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ｓ、７０ｓを介し、マルチチャンバ噴霧器として形成されている分析材料容器３０ｓ、３
２ｓ、３４ｓ、３６ｓに接続されており、このマルチチャンバ噴霧器は、分離エレメント
４２ｓによって分割されている部分チャンバ４０ｓを有している。４つの作業容積２０ｓ
、２２ｓ、２４ｓ、２６ｓに共通の接続部分６０ｓはマルチポートバルブ９０ｓを有し、
このバルブは、モータ１０２ｓに連結されている電動式噴霧器１０４ｓに接続されている
。このマルチポートバルブ９０ｓおよび電動式噴霧器１０４ｓを介して、液体体積が負圧
によって媒体容器から吸引され、適切に個々の作業容積２０ｓ、２２ｓ、２４ｓ、２６ｓ
に送り込まれる。余分な液体体積は、適切に作業容積２０ｓ、２２ｓ、２４ｓ、２６ｓか
ら吸引され、電動式噴霧器１０４ｓの中に移される。引き続き、モータ１０２ｓを用いて
、余分な液体体積が電動式噴霧器１０４ｒから正圧によって排出され、マルチポートバル
ブ９０ｒによってスライド可能なピストン７８ｓを備える廃棄物容器２８ｓの中に送られ
る。代替の実施形態では、廃棄物容器２８ｓもモジュール１００ｓの中に含めることがで
きる。
【００５６】
もう１つの代替の装置１０ｔ（図３１）では、作業容積２０ｔ、２２ｔ、２４ｔ、２６ｔ
を備える４つの反応容器１２ｔ、１４ｔ、１６ｔ、１８ｔが、２列構造で１つのモジュー
ル１００ｔにあらかじめ組み立てられており、このモジュールは、複数の生化学的分析を
同時に実施できるように設けられている。バルブ８８ｔを備える共通の接続部分６８ｔを
介して、作業容積２０ｔ、２２ｔ、２４ｔ、２６ｔは、スライド可能なピストン７８ｔを
備える共通の廃棄物容器２８ｔに接続されている。接続部分６０ｔ、６２ｔ、６４ｔ、６
６ｔを介して、作業容積２０ｔ、２２ｔ、２４ｔ、２６ｔは、マルチチャンバ噴霧器とし
て形成されている分析材料容器３０ｔ、３２ｔ、３４ｔ、３６ｔに接続されている。代替
の実施形態では、廃棄物容器２８ｔおよび／または１つもしくは複数の分析材料容器３０
ｔ、３２ｔ、３４ｔ、３６ｔを、このモジュール１００ｔの中にあらかじめ組み立ててお
くこともできる。
【００５７】
図３２には、代替の装置１０ｕの反応容器１２ｕが示されており、この容器は、市販で入
手できるマルチウェルプレート１０６ｕと接続するために接続ブロックとして設けられ、
多数の作業容積２０ｕ，２２ｕ（分かりやすくするため、その他の作業容積は表記してい
ない）を有している。この接続により、マルチウェルプレート１０６ｕの個々のウェルは
、作業容積２０ｕ、２２ｕの底面エレメントとして利用され、ほぼ完全に容器を閉じるた
めに反応容器１２ｕを補っている。接続部分６０ｕは、作業容積２０ｕ、２２ｕを、他の
媒体容器、例えば試料４４ｕを保管する試料容器３８ｕまたは廃棄物容器（ここでは図示
されていない）に接続する。
【００５８】
図３３は、多数の作業容積２０ｖ、２２ｖを備える代替の装置１０ｖの反応容器１２ｖを
示し、この反応容器は、点の形で結合している捕捉抗体５６ｖを備えた市販の平坦アレイ
１０８ｖによってほぼ完全に容器を閉じるために取り付けられる。取付けは、例えば接着
または溶接によって、ポジティブ結合および／または摩擦結合で行うことができる。接続
部分６０ｖ、６２ｖ、６４ｖは、作業容積２０ｖ、２２ｖを、試料４４ｒを保管している
試料容器３８ｒ、廃棄物容器２８ｖおよび／またはその他の媒体容器に接続するために設
けられている。
【００５９】
図３４は、作業容積２０ｗを備える反応容器１２ｗ、および廃棄物容器２８ｗが組み込ま
れて実施されている分析材料容器３０ｗを備える代替の装置１０ｗを示している。廃棄物
容器２８ｗが組み込まれて実施されている分析材料容器３０ｗは、分析材料４６ｗを収容
するめの区画１１４ｗおよび余分な液体体積を収容するための区画１１６ｗを有し、両方
の区画は弾性のある収容バッグとして形成され、特に分析反応の開始前は、余分な液体体
積を収容するための区間１１６ｗは空であり、折りたたまれている。生化学的分析の実施
過程で分析材料４６ｗの区画１１４ｗが液抜きされるため、余分な液体体積１１６ｗを収
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容するための区画は充填の際に膨張する。破線で示されているのは、分析材料４６ｗの空
にされた区画１１４ｗおよび余分な液体体積を収容するための充填区画１１６ｗによって
分析を実施した後の、廃棄物容器２８ｗが組み込まれて実施されている分析材料容器３０
ｗの状態を示している。これにより、体積に関わらない保管が達成される。分析材料容器
３０ｗは、圧力に関わらない作動が実現できるように、エア抜きのためのバルブ１１２ｗ
を有している。分析材料４６ｗのための区画１１４ｗの液抜きは、吸引によって行われ、
代替の実施形態では、液抜きが、例えばスライド可能なピストンによって実施され、この
ピストンは、圧力を分析材料４６ｗの区画１１４ｗに圧力を加える。代替の実施形態では
、区画１１４ｗ、１１６ｗが、弾性のある収容バックとして形成される代わりに、その容
積を変更するため、または容積を固定するために、例えばスライド可能な閉鎖エレメント
を有することもできる。
【符号の説明】
【００６０】
１０　　　　　　装置
１２　　　　　　反応容器
１４　　　　　　反応容器
１６　　　　　　反応容器
１８　　　　　　反応容器
２０　　　　　　作業容積
２２　　　　　　作業容積
２４　　　　　　作業容積
２６　　　　　　作業容積
２８　　　　　　廃棄物容器
３０　　　　　　分析材料容器
３２　　　　　　分析材料容器
３４　　　　　　分析材料容器
３６　　　　　　分析材料容器
３８　　　　　　試料容器
４０　　　　　　部分チャンバ
４２　　　　　　分離エレメント
４４　　　　　　試料
４６　　　　　　分析材料
４８　　　　　　分析材料
５０　　　　　　分析材料
５２　　　　　　分析材料
５４　　　　　　検出抗体
５６　　　　　　捕捉抗体
５８　　　　　　ミキシングボディ
６０　　　　　　接続部分
６２　　　　　　接続部分
６４　　　　　　接続部分
６６　　　　　　接続部分
６８　　　　　　接続部分
７０　　　　　　接続部分
７２　　　　　　ベースボディ
７４　　　　　　底面
７６　　　　　　蓋
７８　　　　　　ピストン
８０　　　　　　フィルタ
８２　　　　　　回収容器
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８４　　　　　　芯ボディ
８６　　　　　　吸収体材料
８８　　　　　　バルブ
９０　　　　　　マルチポートバルブ
９２　　　　　　Ｏリング
９４　　　　　　マグネット担体
９６　　　　　　担体
９８　　　　　　懸濁液
１００　　　　　　モジュール
１０２　　　　　　モータ
１０４　　　　　　電動式噴霧器
１０６　　　　　　マルチウェルプレート
１０８　　　　　　平坦アレイ
１１０　　　　　　マグネットユニット
１１２　　　　　　バルブ
１１４ 区画
１１６ 区画

【図１】



(19) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(20) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図６】



(21) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図７】

【図８】



(22) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(23) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】



(24) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】



(25) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】



(26) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図２６】

【図２７】



(27) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図２８ａ】

【図２８ｂ】



(28) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図２９】

【図３０】



(29) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図３１】

【図３２】



(30) JP 2014-71114 A 2014.4.21

【図３３】

【図３４】



(31) JP 2014-71114 A 2014.4.21

フロントページの続き

(72)発明者  クリスピン　スズィドズィク
            オーストラリア国　３３５２　ナポレオンズ　ヴィーアイシー，キティ’ズ　リード　ロード　６
            ９



专利名称(译) 特别是，用于在外太空进行生化分析的装置

公开(公告)号 JP2014071114A 公开(公告)日 2014-04-21

申请号 JP2013197502 申请日 2013-09-24

[标]申请(专利权)人(译) Astrium公司大门的Em-基于硬

申请(专利权)人(译) Astrium公司

[标]发明人 ペーターケルン
イェシカヤンソン
クリスピンスズィドズィク

发明人 ペーター ケルン
イェシカ ヤンソン
クリスピン スズィドズィク

IPC分类号 G01N33/53

CPC分类号 G01N33/5306 B01L3/5025 B01L3/56 B01L2200/026 B01L2200/028 B01L2200/10 B01L2300/069 
B01L2300/0809 B01L2300/0877 B01L2400/0406 B01L2400/0478 B01L2400/0644

FI分类号 G01N33/53.T

优先权 102012109317 2012-10-01 DE

其他公开文献 JP5807665B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种装置，该装置以用于在外层空间中进行生化分
析，特别是免疫测定法的装置为前提。 在该装置中，样品中的至少一种
分析物被有选择地鉴定并被提供以包含液体体积以执行分析反应的至少
一个子步骤。 提供了至少一个反应容器，该反应容器具有一个工作容积
和至少一个连接部分，该至少一个连接部分用于将至少一个工作容积与
另一种介质容器连接。 反应容器形成为在安装状态下至少几乎完全封闭
的容器。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bc7faa78-9fa0-4647-8dad-08a3935d05b9
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/049117726/publication/JP2014071114A?q=JP2014071114A

